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は じめ に

ア カ ギ ツ ネ は 、 島 喚 地 域 を 除 く 日本 全 域 に分 布

し、低 山 か ら高 山 に い た る様 々 な標 高 の 植 生 帯 か

ら農 耕 地 ・都 市 な どの 人 為 環 境 まで 、 非 常 に幅 広

い 生 息 域 を もつ 。 また 、 古 来 か ら多 くの 説 話 や お

と ぎ話 に登 場 し(中 村,1990,今 泉,1994)、 日本 人

に と っ て 非 常 に な じみ の 深 い 動 物 で あ る 。 年 間

14,000～19,000頭 の 個 体 が 狩 猟 や駆 除 に よ っ て 捕

獲 さ れ て お り、 狩 猟 獣 と して も農 作 物 の害 獣 と し

て も、適 正 な 管 理 対 策 の必 要 性 が 指 摘 され て い る

(羽 澄,1996)。 しか しな が ら 、 そ の 身 近 さや 狩 猟

頭 数 の 多 さ に も 関 わ らず 、 適 正 な保 護i管理 に必 要

な形 態 や 生 態 に 関す る 基 礎 的 情 報 の 蓄 積 は 日本 で

は進 ん で い な い。 近 年 に な っ て よ うや く、 熊 本 県

の矢 部 や(Nakazono,1994)、 栃 木 県 の足 尾(竹 内,

1995)な ど の 限 ら れ た 地 域 で 集 約 的 な 研 究 が 報

告 され る よ う に な っ た 。

北 海 道 で は 、 キ ツ ネが エ キ ノ コ ッ ク ス症 の 主 要

な 媒 介 動 物 とな る こ とか ら、疾 病 対 策 と関連 した

研 究 が な さ れ て きた 。 エ キ ノ コ ッ ク ス症 の濃 厚 汚

染 地 域 で あ る 道 東 地 方 の酪 農 地 域 を 中心 に 、 食 性

(阿 部,1971,Abe,1975,Yoneda,1982,近 藤 ら,

1986)や 齢 構 成(Maekawaetal.,1980,Yoneda

andMaekawa,1982)、 営 巣 地 の特 徴(浦 口,

1987)分 散 行 動(浦 口,1991)な どが 報 告 され て

い る。 そ の 一 方 で 、 酪 農 地 帯 の よ う な 人 為 的 改 変

が 著 しい 環 境 以 外 の 、本 来 の 生 息 地 で あ る 自然 環

境 下 で の研 究 は少 な い 。 わ ず か に道 央 地 域 の 自然

林 に お い て 食 性 や 行 動 域 利 用 が 報 告 され て い る の

み で あ る(三 沢,1979,三 澤 ら,1987)。

知床 国 立 公 園 は 、 北 海 道 の 脊 椎 動 物 群 集 が 原 生

的 自然 環 境 下 で比 較 的 良 好 な状 態 で 残 存 して い る

地 域 で あ り(大 泰 司 ・中 川.1988)、 自然 環 境 下

で の キ ツ ネ の情 報 を得 る上 で重 要 な 地 域 と考 え ら

れ る 。 しか しなが ら、1980年 代 まで は 、 分 布 域 や

生 息 密 度(米 田,1981,安 江 ら,1985)、 食 性(根

本 ら,1983)な どの 断 片 的 な 情 報 しか得 られ て い

な か っ た 。 本 研 究 で は 、1992年 か ら1994年 に実

施 し た一 連 の 研 究(塚 田,1994,1995,Tsukada,

1997,TsukadaandNonaka,1996)に お い て得 られ

た 知 床 国立 公 園 の キ ツ ネ の形 態 や 生 態 に 関 す る 基

礎 的 情 報 を 整 理 して 報 告 し、他 地 域 の 知 見 との 比

較 を試 み た 。

調 査 地 概 要 お よび 調 査 方 法

1)調 査 地 概 要

知 床 国 立 公 園(38,633ha)は 、 北 海 道 東 部 の

知 床 半 島 に 位 置 し、 毎 年150万 人 程 度 の 観 光 客 が

訪 れ る 。 主 な調 査 地 と した の は オ ホ ー ツ ク海 に面

した 斜 里 町 側 の 地 域 で 、 海 に 平 行 に19.9kmに わ

た っ て の び る道 道 知床 公 園線 の 沿線 にあ た る(図

一1)。 年 平 均 気 温 は約6.C、 年 間 平 均 降 水 量 は 約

1,100mm、 低 地 で の 積 雪 は1-2mに 達 す る 。 道 道

知 床 公 園線 は 、 公 園 の 中央 山系 を横 断 す る 知床 横

断 道 路 か ら分 岐 して お り、公 園 に訪 れ た観 光 客 の

主 要 な移 動 路 と して 利 用 され る。 道 路 の 入 り口 の

分 岐 点 と、 そ こ か ら10kmほ ど奥 の 地 点 に は そ れ

ぞ れ 車 止 め の ゲ ー トが あ り、 入 り口側 の ゲ ー トが

ll月 か ら4月 下 旬 ま で 、 奥 の ゲ ー トが10月 か ら5

月下 旬 まで 積 雪 の た め に 閉 鎖 され る 。 な お 、 知 床

横 断 道 路 も観 光 客 が 利 用 す る主 要 道 路 で あ るが 、

開通 期 間 が 短 い こ とや 悪 天 候 の際 に は 閉 鎖 され る

な どの 条 件 か ら長 期 間 にわ た る調 査 に は 適 さ な い

と考 え 、 調 査 範 囲 か ら 除 外 し た 。 道 路 脇 に は 、

開 拓 放 棄 地 で あ る 草 地 が 北 海 道 の 代 表 的 森 林 景

観 で あ る 針 広 混 交 林 の 中 に パ ッ チ 状 に 広 が っ

て い る 。 森 林 地 域 に は 、 針 葉 樹 で は ト ドマ ツ

、肋 ご65∫αcho〃η例5'3、 イ チ イ70κ 鰐c媚 ρ14α'o、広

葉樹 で は ミズ ナ ラg配rc鰐 〃τoηgo〃cα、 ハ リギ リ

、Kα10ρ0η砿 ρ1伽5、 イ タヤ カ エ デAc6r脚 η0な ど
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の 樹 木 が 優 占 し、 シ ウ リザ ク ラPr朋 媚 ∬∫or'、エ

ゾ ヤ マ ザ ク ラP川 朋550r88η 躍 な ど の 果 実 を つ け

る樹 木 も散 見 され る。 道 路 や 草 地 の 縁 な どの林 縁

部 に は 、 サ ル ナ シAc∫'加4ぬorg厩oや ヤ マ ブ ドウ

w爵co'gη 画 α8とい っ た ッル性 の植 物 も認 め られた 。

公 園 に 隣 接 し て 観 光 と漁 業 を 主 体 と し た 人 口

1500人 程 度 の 集 落 が あ り、 公 園 に 訪 れ る 観 光 客

の 多 くが 、 この 集 落 内 に あ る 約30件 の 宿 泊 施 設 に

宿 泊 して い た 。

2)調 査 個 体 の 捕 獲 お よ び外 部 形 態 の 測 定

1992-1994年 に 、 道 路 に 出 没 して い た 個 体 を

吹 き矢 型 の麻 酔 を用 い て捕 獲 した 。 一 部 の個 体 に

つ い て は 、 ス ネ アー(計 測 理 研 株 式 会 社 、札 幌)

も し くは 歯 の 部 分 に ゴ ム 製 の カ バ ー が つ い た と

らば さみ(SoftCatch,WoodStreamCo.,USA)

を用 い て 捕 獲 した 。 麻 酔 薬 と して 塩 酸 ケ タ ミ ン

と硫 酸 ア トロ ピ ン を 混 合 して 用 い た 。 捕 獲 した

個 体 は 性 別 を 確 認 し、 上 顎 の 切 歯 の ア イ リス 形

(fleur-de-lys)の 有 無 を も と に0才 の 未 成 獣 と1才

以 上 の成 獣 に分 類 した(Harris,1978)。 そ の 後 、

体 重 と7つ の 部 位(頭 胴 長 、 体 高 、 胸 囲 、 首 囲 、

尾 長 、耳 長 、 後 足 長)を そ れ ぞ れ0.lkg、0.1cmの

精 度 で計 測 した 。 ま た 、個 体 識 別 の た め に 、 捕 獲

個 体 に は イヤ ー タ ッ グ(出 荷 ・依 託 豚 用 耳 票,富

士 平 工 業;SmallTag,AlfrexCo.)を 装 着 した 。 計

測値 の集計 は、 雌 が妊 娠状 態 に ない時 期 で あ り、 各

測 定 部 位 の季 節 変 動 を検 討 す る の に十 分 なサ ンプ

ル 数 が 得 られ な か っ た秋 期 お よ び冬 期 を 除 い た 、

6月 か ら8月 まで の デ ー タに 限 定 した。 ま た 、 成 長

途 上 にあ り、 十 分 なサ ン プ ル サ イズ が 確 保 で きな

い と分 析 に適 さな い 未 成 獣 に つ い て は 、 分 析 か ら

除外 した 。

3)出 産 日 お よ び交 尾 日の 推 定

1993-1994年 に 道 路 に 出 没 して い る 成 獣 雌 個

体 の腹 部 の 膨 張 具 合 か ら妊 娠 の 有 無 を確 認 し、 腹

部 膨 張 の 最 終 確 認 日 と腹 部 縮 小 の 初 確 認 日 まで の

期 間 を推 定 出 産 日 と した 。 交 尾 日 につ い て は 、 妊

娠 期 間 を53日 と お き(Lloyd,1980)、 出 産 日か

ら逆 算 して算 出 した 。

4)食 性 の 分 析

1994年4月 か ら1994年2月 まで の 間 、12月 を 除

い て 毎 月 末 に一 回 、 道 道 知 床 公 園線 上 の 一 定 区 間

を 踏 査 して キ ツ ネ の排 出 した糞 便(以 下 、 糞)の

採 集 をお こ な っ た 。採 集 した糞 は 、 一 部 を寄 生 虫

の検査 の た め に採 取 した後 に1%ホ ルマ リンに浸 し、

700C/overnightで 加 熱 処 理 した 後 に未 消 化 物

の分 析 をお こ な っ た 。 未 消 化 物 は 、0 .lmmメ ッ シ

ュ の節 上 で 水 洗 後 、 肉 眼 お よび 顕 微 鏡 下 で 分 類 し

た。 分類 され た試 料 は600C/overnightで 乾 燥 し、

1/1,000gの 精 度 で計 量 した 。 試 料 の 分 類 は 、 動

物 質 と植 物 質 に大 別 した後 に 、 前 者 につ い て は 哺

乳類 、昆 虫 、鳥 とい った カテ ゴ リー に、 後者 につ い

図 一1調 査 地 概 要

Fig.lStubyArea〃

/
宇 登 呂 市 街

UtoroTown
●
●

～・、
"卯 ● ∵

ロ コ げ 　 ロ

◎ 、 .～1
ヨ 　げ ロヲ ル

リ}

、.θ ●ノ

。θ./
・の1

自 動 車 止 め ゲ ー ト

Gateforvehicles
/＼

,/＼ ＼

/

オ ホ ー ツ ク 海
SeaofOkhotskOlkm2km

く⊃ ぺ〆D(ン

く)1/'㌃
Qρ1

㌔ 蓬知床公園線
㌔ShiretokoParkRoad

し 知 床 国 立 公 園

知 床横 断 道路
ShiretokoTransHighway

§辱i「etokoNati・nalPark

凡 例
Leends

一 主 要 道 路Mainroadへ 〃 海 岸 線Coast

一 道 路Road

… 一曽 河 川Ri
ver

市 街 地Town

_.国 立 公 園 境 界

NationalParkboundary

調 査 地
Studyarea

＼

国 ・

NaPark

知 床 半 島
ShiretokoPeninula

OIO20km

Nキ

一36一



知 床博 物 館 研 究 報告 ・第18集 ・1997

表 一1.知 床 国 立 公 園 に お け る成 獣 の 外 部 計 測 値 と体 重 、平 均 値(X),

標 準 偏 差(50),サ ン プ ル サ イズ(η)雄 雌 間 の 平 均 値 の 違 い の 有 意 水 準(ρ)を 示 す 。

Tablel.ExternalbodymeasurementsandweightsforadultredfoxesfromShiretokoNationalPark.

Meanvalue(X),standarddeviation(5D),samplesize(η),andthesignificancelevel(ρ)ofdifferences

inmeansbetweenmaleandfemalemeasurements

計測 部 位

Measurements

Females Males

X3Dπ X5Dη

Male/Female

ρratio

体重(Weight)(kg)

頭胴 長(Headandbody)(cm)

体 高(Shoulderheight)(cm)

胸 囲(Chestcircumference(cm)

首 囲(Neckcircumference)(cm)

尾 長(Tail)(cm)

耳 長(Ear)(cm)

後足 長(Hindfoot)(cm)

4.5±0.4912

61.5±3.9311

32.1±2.5611

33.1±1.2511

18.9±0.9311

34.9±1.9811

6.8±0.7011

14.7±0.918

5.5±0.758**1.22

64.9±2.259*1.05

35.3±3.479*1.10

35.8±1.549**1。08

20.7±1.229**1.10

35.4±3.2591.01

7.2±0.7191.06

15.5±0.8571.05

Studentt-testsignifican㏄levels:一:p>0.05,*:p<0.05,**:p<0.Ol

て は、漿 果類 とそ の他 の植 物 にそ れぞ れ 区別 した。

た だ し、 こ れ まで の 研 究 か らキ タ キ ッ ネ に と って

主 要 な餌 で あ る と考 え られ て い る ネ ズ ミ等 につ い

て は(阿 部,1971,Yoneda,1982)個 別 の カテ ゴ

リ ー と して 集 計 した。 また 、 人 為 物(人 問 に由 来

す る食 物)に つ い て は動 物 質 、 植 物 質 に 関 わ らず

個 別 の カ テ ゴ リ ー と して 集計 した。 各 カテ ゴ リ ー

毎 に乾 重 量 と出 現 頻 度 を算 出 した。 寄 生 虫 検 査 の

た め に 試 料 を一 部 採 取 した 糞 につ い て は 、 元 の 重

量 に対 す る採 取 量 の割 合 に応 じて乾 重 量 の 値 を補

正 した 。

結 果 お よ び 考 察

1)外 部 形 態 の 計 測

1992年 か ら1994年 の5月 か ら8月 の 期 間 に 合

計20個 体 の 計 測 を 実 施 し た 。 一 部 の 個 体 に つ

い て は 、 麻 酔 の 効 きが 十 分 で な か っ た た め に す

べ て の 部 位 を計 測 す る こ とが で き な か っ た 。8

つ の計 測 値 す べ て で 雌 よ り も雄 の 方 が 高 い 平 均

値 を 示 し、 雌 よ り も雄 の 方 が 大 型 で あ る傾 向 が

認 め ら れ た 。 た だ し、 有 意 差 が 認 め られ た の は

体 重 ・頭 胴 長 ・体 高 ・胸 囲 ・首 囲 の み で 、尾 長 ・

耳 長 ・後 足 長 で は 有 意 差 は認 め られ なか っ た(表

一1)。 雌 の 計 測 値 に 対 す る 雄 の 計 測 値 の 比 を 平

均 し た 値 は1.08を 示 し 、 ス ペ イ ン産[1.08,

TravaniandDelibes(1995)]や イ ギ リス 産[ス コ

ッ ト ラ ン ド(1.05)・ イ ン グ ラ ン ド(1.07),

KolbandHewson(1974)]の キ ツ ネの値 に匹敵 した。

TravaniandDelibes(1995)は 、50以 上 の サ ン プル

に基 づ く結 果 か ら、 体 重 や 頭 胴 長 だ け で な く、 尾

長 、 体 高 、 後 足 長 、 耳 長 で も有 意 な性 的 二 型 を

検 出 して お り、 知 床 で こ れ らの 部 位 に有 意 差 が 検

出 され な か っ た の は、 こ の 地 域 固 有 の特 徴 よ りも

サ ン プ ル サ イズ が 小 さ か っ た こ と に起 因 す る と考

え ら れ る 。

日本 産 の ア カギ ツ ネ の外 部 形 態 の計 測 値 は 、 こ

れ ま で に栃 木 県 や 熊 本 県 の 矢 部 、 山梨 県 の 清 里 な

どで わ ず か に報 告 さ れ て い る にす ぎな い 。 知 床 と

こ れ らの 地 域 とで 計 測 値 を比 較 した と ころ 、 大 き

な相 違 は認 め られ な か っ た(表 一1,2)。 た だ し、

今 泉(1960)の 計 測 値 に つ い て は 、 い ず れ の 地

域 よ りも高 い値 を示 した(表 一2)。 日本 に生 息 す

る ア カギ ッ ネ は 、生 物 地 理 学 上 の 区 分 か ら、 本 州

産 は ホ ン ドギ ツ ネ(yψ65vψ6∫ ブαρo競o)、 北

海道 産 は キ タ キ ツ ネ(V.V.L∫Clzr{i～ηCん')の2亜 種 に

区 分 され て い る が 、 今 泉(1960)は こ の 亜 種 間

の 形 態 的 違 い と して 、 キ タ キ ツ ネ の 方 が ホ ン ドギ

ツ ネ よ り も体 が 大 きい こ と を指 摘 して い る。 け れ

ど も、 知 床 の デ ー タ と栃 木 、熊 本 、 山 梨 の デ ー タ

と を比 較 す る 限 り、 北 海 道 産 の キ ツ ネが 本 州 産 よ

りも大 きな体 サ イズ を もつ 傾 向 は 認 め ら れ な か っ

た 。 今 泉(1960)の 指 摘 す る 違 い は 、 非 常 に 少

数 例(本 州 産5体 、北 海 道 産3体)の 、 しか も本 研

究 をふ く む最 近 の 報 告(両 角,1974,Nakazono,

1994,竹 内,1995)と 比 べ て 大 型 の個 体 の 計 測 値

に基 づ い て お り、 日本 産 ア カギ ツ ネの 一 般 的特 徴

の 記 述 と して は 再 考 の 余 地 が あ る 。 竹 内(1995)

は、 外 部 計 測 よ りも厳 密 な計 測 が 可 能 な頭 骨 の 計

測 値 に基 づ き、 比 較 的大 きな サ ン プ ルサ イズ の 得

ら れ た 研 究 に基 づ い て3地 域(北 海 道 、 栃 木 、 兵

庫)の 比 較 をお こ な っ て い る。 そ の 結 果 、 これ ら

3地 域 で は 、南 の個 体 ほ ど大 型 化 す る傾 向 に あ り、
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表 一2.日 本 各 地 産 ア カギ ツ ネ の 外 部 計 測 値 の 比 較

Table2.ComparisonofexternalmeasurementsofredfoxesfromseveralregionsinJapanese.

地 域(Region)栃 木 熊 本 山 梨 本 州 北海道

文 献(Reference)竹 内(1995)Nakazono(1994)両 角(1974)今 泉(1960)

性 別(Sex)成 獣 メス(F)成 獣 オス(M)記 載なし 成獣 メス(F)成 獣オス(M)記 載な し 記載な し

計測部位(Mast)X∫/フ ηX∫DηX∫DηX∫DηX∫Z)η.YRaηgeηXRanκeπ

体重(Wt)(kg)4,4±1斜175,1±0.8175.4±6.84184,6±0,2524.0± 〔1.523

頭 胴 長(HB)(cm)61.4±3.2346〔 昇,8±03660研5±4.052261.2±1.85262.3±386370.5(67.0-73.5)576.3(61.8-78.0)3

体 高(Sh)(cm)353±1.751036,6±02811

胸 囲(CC)(cm)39,7士2.461940.8±03428

首 囲(NC)(cm)20,8±3、721422.6±03525

尾長(TD(cm)35.7±2,884537,4±0265837.7±3452237,3±1.252270±8,29337.2(34-39)541.5(3844)3

耳 長(Er)(cm)7.8±1.〔,ll38,7±L38177.7±3.821

後 足 長(Hf)(cm)14.1±0.681614.9±7,223

7.3(6,8-75)58.4(8.2-9.2)3

15.01!40±22146(140-15.0)5168(16.3-17,8)3

ベ ル グ マ ンの 法 則 と逆 の 関係 が 認 め られ た 。 け れ

ど も、長 野 産 、 栃 木 博 物 館 所 蔵 の 岩 手 県 産 、 群 馬

県 産 の計 測値 は、 栃 木県 産 よ り も大 きな値 を示 し、

日本 の キ ツ ネ が 南 へ ゆ くほ ど大 型 化 す る傾 向 を即

断 で きな い と して い る(竹 内,1995)。 日本 産 ア

カ ギ ッ ネ の 形 態 上 の 地 理 変 異 を厳 密 に議 論 す る た

め に は 、 さ ら に多 くの 地 域 で 十 分 な数 の サ ン プ ル

が 蓄 積 さ れ る必 要 が あ る とい え る 。

2)出 産 お よ び 交 尾 の 時 期

1993-1994年 の4-5月 に 、8頭 の 成 獣 雌 個 体 に お

い て1-14日 の 幅 で 出 産 日 を 推 定 し た(表 一3)。 本

調 査 地 に 生 息 す る キ ツ ネ は 、4月 中 旬 か ら5月 の 上

旬 に か け て 子 ギ ツ ネ を 分 娩 し て い た 。 こ れ ら の 出

産 日 を も と に 推 定 し た 交 尾 日 は 、2月 下 旬 か ら3月

中 旬 で あ っ た 。

表 一3.知 床 国 立 公 園 に 棲 息 す るキ タキ ツ ネ の

推 定 出 産 日と推 定 交 尾 日

Table3.Estimateddateofparturitionand

copulationamongredfoxesin

ShiretokoNationalPark

19931994

FoX出 産 日(Partur由on)交 尾[1(Copuiaロ(m161P産 目〔Partur[し、〔ln」交r{1目(Glpulauし,r、ド

淫日 桝:1

富 腸雛

鵯5/1-5!5
Se4/22-5/6

Ty

2/25

2/29

2!28

3/6

3/7

3/1

3/2

3/6

3/8

3/ll

2/29-3/12

4/12-4/132/19-2/19

4/17-4/192/23-2/25

4/】7-4/202/23-2/26

4/28-5/73/6-3/13

4/17-4/272/23-3/5

4/25-4/273/3-3/5

4/18-5/22/24-3/8

*53daysgestationpcrlodisassumed.

北 海 道 の他 地域 にお い て 、 交 尾 や 出 産 日が 特 定

され て い る報 告 例 は わ ず か で あ る 。 知床 か ら60km

ほ ど離 れ た小 清 水 で は 、 出 産 時 期 は3月 下 旬 か ら4

月 中 旬 にか け て最 盛 期 を迎 え る(阿 部,1971)。

ま た 、 札 幌 近 郊 の 江 別 市 で は 、2頭 の 雌 で4/5、

4/2-6に そ れ ぞ れ 出 産 が 確 認 され 、 子 ギ ツ ネが 巣 穴

か ら出 て くる時期 か ら逆算 した観 察 例 も含 め る と、

出産 時期 は3月 下 旬 か ら4月 上 旬 に集 中 してい た(塚

田,未 発 表)。 一一方 、本 州 で は 、 九 州 の矢 部 で 交

尾 が12月 中旬 か ら3月 下 旬 ま で 、 出 産 が2月 中 旬

か ら4月 下 旬 ま で 分 布 し、3月 に ピ ー クが あ る(

Nakazono,1994)。 した が っ て、 知 床 の キ ツ ネで

は 、 本 州 の キ ツ ネ と は約2ケ 月 、 北 海 道 の 他 の 地

域 と比 べ て も半 月か ら一 ヶ月 近 く出 産 時 期 が 遅 れ

る傾 向 に あ った 。LloydandEnglund(1973)は 、

ヨ ー ロ ッパ 各 地 で の ア カ ギ ツ ネの 比 較 か ら、 交 尾

お よ び 出 産 時 期 は高 緯 度 地 方 ほ ど遅 れ る傾 向 にあ

る こ とを指 摘 した 。 こ の よ うな 繁 殖 タ イ ミ ン グの

変 化 に は 、 日長 や 気 温 の変 化 な どが 直 接 も し くは

間 接 的 に 影 響 し て い る と考 え ら れ る(Lloyd,

1980)。 また 、CavalliniandSantini(1995)は 、

高 緯 度 地 方 の 繁 殖 時 期 の遅 れ が 冬 期 の 栄 養 条件 の

厳 しさ に起 因 し、 よ り環 境 条件 の 穏 や か な低 緯 度

地 方 で は緯 度 と繁 殖 時 期 との対 応 関 係 が な くな る

こ と を予 測 し、 予 測 に合 致 す る 結 果 を得 て い る 。

わ ず か な緯 度 の 違 い に も関 わ らず 、 小 清 水 と知床

の 間 で 出 産 日が1ヶ 月近 く も異 な っ てい た こ とは 、

CavalliniandSantini(1995)が 指 摘 す る よ うに 、

冬 期 の 餌 条 件 の 違 い 一小 清 水 で は 高 栄 養 の畜 産廃

棄 物 を大 量 に 利 用 で きる が(阿 部,1971)、 知床

で は利 用 で きない 一 に起 因 してい る か も しれ ない 。

3)リ ッ タ ー サ イ ズ お よび 成 獣 の生 存 率

92年 か ら93年 まで に の べ23フ ァ ミ リ ー の キ ッ

ネの 繁 殖 を確 認 し、 の べ10フ ァ ミリ ーで 子 ギ ツ ネ

の 頭 数 を確 認 した 。確 認 時 期 は 、子 ギ ツ ネが 巣 穴

の外 に現 れ る よ う にな っ た5/29-7/20ま で で あ り、

子 ギ ツ ネ が45-85日 齢 まで で あ った と推 定 され る 。

この う ち、2フ ァ ミ リー で は 、2頭 の 繁 殖 雌 か ら生

まれ た 子 ギ ッ ネが 一緒 に養 育 さ れ て い た 。 そ の た
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表 一4.日 本 に お け るキ ツ ネ の ファミリー 当 た りの リッター サ イズ

Table4.Meanlittersize(perfamily)ofredfromseveralsreasofJapan

知 床 小 清水 根室 矢 部(九 州)

ShiretokoKoshimizuNemuroYabe

平均 リッ ターサ イズ(Meanlittersize)3.50

サ ン プルサ イズ(Samplesize)10

U-testに よ る知床 との比 較(SignificancelevelbyU-test)

文献(Reference)本 研究

59
　

3

22

η.∫.

1

3.33

9

η.∫.

2

3.25

8

η.∫.

3

1:阿 部(1971),2:浦 口(!988),3:Nakazono(!994)

表 一5,ア カギ ツ ネ 成 獣 の 生 存 率 の 比 較 、生 存 率 は歳 構 成 の デ ータ を元 に

Nx歳 の 比 率/Nx1歳 の 比 率 を1才 か ら5才 まで 平 均 して 算 出

Table5.Survivalratesofabult(≧lyr)redfoxesinvariouslocation.Thesurvivalrateswerecalculated

byaveragingNx/Nx+1fromlyrto5yrsineachagestructureoffoxesinseverallocations.

調 査 地

L㏄ations

生 存 率

Survivalrate

文 献

Reference

De皿1ark

Mid-Weaales,UK

London,UK

London,UK

Bristol,UK

Ne1血erlands

Gemany

H{止el,Gemany

Tochigi,Japan

EastemHokklaido(1970-73)

EastemHokkaido(1976-79)

Hokkaido(1985-88)

Rogow,CentralPolalld(1979-83)

Rogow,CentralPoland(1984-87)

0.70

0.44

0.57

0.47

052

0.79

055

0.34

0.62

0.67*

0.61*

0.61

0.36

0.58

Jensen&Nielson(1968)

Lloyd(1980)

Harris(1977)

Haπis&Smith(1987)

Harris&Smjth(1987)

Haaftem(1970)

Br6me1&Ze田(1974)

Stubbe(1980)

Takeuchi&Koganezawa(1994)

Yoneda&Maekawa(1982)

Yoneda&Maekawa(1982)

Uragucheta1(1991)

Goszczyfiski(1989)

Goszczyfiski(1989)

*calculatedbythemethodofChapman -Robson(1960)

め 、 リ ッ ター サ イズ は 正 確 に は 一腹 当 た りで は な

くフ ァ ミ リー 当 た りで 算 出 した 。 そ の 結 果 、本 調

査 地 で の平 均 リ ッ タ ーサ イ ズ は3.5±1.4(標 準 偏

差)頭 で あ っ た 。 知床 の 値 を 日本 の 他 地 域 に お い

て 営 巣 地 で 確 認 され た 値 と比 較 した と こ ろ 、 どの

地 域 と も有 意 差 は認 め ら れ な か っ た(表 一4)。

1992-93年 ・1993-94年 にお け る1才 以 上 の 個 体

の 一 年 毎 の 生 存 率 は 、 そ れ ぞ れ8g.5%(n=lg)・

83.3%(n=24)で あ っ た 。 こ れ らの 値 は 、 分 散 して

定 着 した 個 体 を生 存 個 体 に加 味 して い ない 値 な の

で 、 分 散 した個 体 が 生 存 して い る場 合 に は更 に高

くな る 。 したが っ て この 値 は 、調 査 地 内 に定 着 し

て い た 個 体 の 生 存 率 を示 す も の で あ る 。 一一方 、

1994-1995年 に は 、 成 獣 個 体 の 生 存 率 は70.4%

(n=27)に ま で 減 少 し た 。1994年 に 本 調 査 地 お

よ びそ の 近 辺 で は 重 篤 な疹 癬 症 に 罹 患 した個 体 の

う ち 、 少 な く と も6頭 が 死 亡 して お り(塚 田 ら,

未 発 表)、 病 気 の 流 行 が 原 因 で 生 存 率 の 減 少 が 生

じた と考 え られ る 。

今 回 測 定 され た 生 存 率 は 、捕 獲 個 体 の 齢 構 成 か

ら算 出 さ れ た道 東 地 方 お よ び北 海 道 全 域 に お け る

キ タ キ ツ ネ 成 獣 の 生 存 率 が61-67%で あ る こ と

と比 較 して か な り高 い 値 を示 した(Yonedaand

Maekawa,1982,Uraguchietal.,1991)。 さ らに 、

知 床 に匹 敵 す る高 い 生 存 率 は 、死 亡 個 体 の 齢 構 成

か ら単 純 に算 出 さ れ た 値 と比 較 す る 限 りに お い

て 確 認 され な い(表 一5)。 しか し なが ら、 こ の

高 い 生 存 率 が 、 他 地 域 以 上 に生 存 率 が 増 加 して
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いることを示 しているのか(例 えば給餌による影

響)、 それとも死亡個体の齢構成に基づ く推定で

は、生存率が過小評価される傾向にあるためなの

か(例 えば、自然死亡個体のサンプルが少ないた

めに長寿個体のデータが反映されない)、 にわか

に判断 しにくい。非常に興味深い結果だけに、電

波発信機 を装着した個体の死亡パターンの追跡な

どのより精緻な生存率の情報の蓄積が待たれる。

4)食 性

調 査 期 間 中 に736個 の糞 を採 集 して 分 析 した 。

キ ッ ネ は 多様 な 餌 を利 用 して お り、 そ の種 類 は 大

き く17の カテ ゴ リ ー に 区分 で きた 。 各 カ テ ゴ リー

の餌 の利 用 は 、季 節 に応 じて変 化 した(表 一6)。

春 に は ネ ズ ミ類 ・エ ゾ シ カC6r㍑5所 ρρoη・鳥 類

な どが 利 用 され 、 特 定 の餌 が 突 出 して利 用 され る

こ とは な か っ た 。 夏 に は昆 虫 の 利 用 が 多 くな り、

地 表 を俳 徊 す る 甲虫類 が そ の大 半 を占 めた 。 また、

人 為 物 の利 用 が 年 間 を通 じて この 時 期 に最 も多 く

利 用 さ れ た 。 秋 に は漿 果 類 が餌 の 大 半 を 占 め 、 そ

の 主 た る 内容 物 はサ ル ナ シ だ った 。 冬 に は 積 雪 下

の サ ル ナ シ を掘 り出 して利用 し続 け る の に加 え て、

調 査 地 内 の 河 川 に大 量 に遡 上 す るサ ケ科 魚 類 の 利

用 が 増 加 した 。 植 物 質 は 、 高 い 出 現 頻 度 か ら一 見

重 要 な餌 に み え るが 、 そ の 大 半 は 雑 草 や枯 葉 ・枯

枝 な どが 占 め 、 他 の餌 と一一緒 に摂 取 さ れ た もの や

糞 採 集 時 に 混 入 した もの と考 え られ た。 また 、 ネ

ズ ミ類 は 季 節 に関 わ らず 年 間 を通 じて高 頻 度 で 利

用 され てお り、先 行研 究 で指 摘 され て い る様 に(阿

部,1971,Abe,1975,近 藤 ら,1986,三 沢,1979,

Yoneda,1982)、 餌 と して の 重 要 性 が 改 め て 確 認

さ れ た 。

キ ッ ネの 食 性 を糞 中 の 未 消 化 物 の乾 重 量 を も と

に評 価 した 研 究 を選 択 して 他 地 域 の結 果 と比 較 し

た(表 一7)。 知 床 の キ ツ ネ は 、 他 地 域 と比 べ て

利 用 す る 餌 の種 類 が 多 く、Levin(1968)の ニ ッ チ

ェ 幅 、Shannon-Weverの 多 様 度 の 双 方 で 高 い 値 を

示 した 。 す な わ ち 、特 定 の 餌 資 源 に偏 った 利 用 を

して い ない こ とが 知床 の 特 徴 と して認 め られ た。

同様 の 傾 向 は 、 多様 性 の 高 い 森 林 が維 持 され て い

る 苫小 牧 演 習 林 の よ うな 地 域 で も認 め られ 、 環 境

の 一一様 化 が 進 ん だ 農耕 地 で は 、反 対 に特 定 の 餌 へ

の 依 存 が 高 ま っ て餌 の 多 様 性 が 低 下 す る傾 向 が 認

め られ た 。 知 床 で は 、 道 路 に 出没 して 観 光 客 か ら

給 餌 を受 け て い る個 体 が 数 多 く観 察 され るが 、他

地 域 と比 べ て 人 為 的 餌 の利 用 は 少 なか っ た 。観 光

客 か ら給 餌 され る餌 の 大 半 は 消 化 の よ い ス ナ ッ ク

菓 子 類 で 、 糞 中 に未 消 化 物 が残 りに くい こ とに 注

意 す る必 要 が あ る もの の 、 そ の 一 方 で 、 知 床 の キ

ッ ネ の 人 為 物 の 利 用 が 自然 物 のavailabilityに 依 存

し て 変 動 し て い る こ と が 確 認 さ れ て い る(

TsukadaandNonaka,1996)。 したが っ て 、 人 為

物 へ の 依 存 とい う面 か らは 、 知床 の キ ツ ネ が比 較

的 自然 度 の 高 い 生 活 を維 持 して い る と評 価 で き よ

う。

まとめ

知床国立公園に生息するキツネは、形態的には

日本の他地域 との類似性が高いが、遅い繁殖期 と

成獣の高い生存率とに他地域 と異なる傾向が認め

られた。また、利用する餌の多様性が高 く、生息

環境の多様性 を反映 した生態 を有 していると考え

られる。そのため知床は、人為的影響が比較的少

ない個体群 として、キツネの生物学的特徴を研究

する価値を有した地域であるといえる。その一方

で、成獣の高い生存率か ら、観光客の餌づけによ

る影響の可能性が示唆される。 したがって、自然

度の高いキツネの価値を損なわないためには、人

為的影響を極力排除 した生態系保全に努める必要

性があると考えられる。
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表 一6.知 床 国 立 公 園 に お け るキ タキ ツ ネ の 食 性 の 季 節 変 化

Table6.SeasonarfoodhabitsofredfoxesinShiretokoNationalPark.

季 節(Season)

月(Month)

調 査 糞 数(collectedfeces)

春(Spring)

Apr-May

269

0cc%Wgt%

夏(Summer)

Jun-Aug

282

0cc%Wgt%

秋(Autum)

Sep-Nov

149

0cc%Wgt%

冬(Winter)

Jan-Feb

36

0cc%Wgt%

ネ ズ ミ類(Rodents)

エ ゾ シ カ ①eer)

そ の 他 哺 乳 類(Othermamma1)

鳥 類(B廿ds)

爬 虫 類(Rep田es)

魚 類(Fish)

甲 殻 類(Crust㏄a)

貝 類(Shellfish)

ミ ミズ(Earthwom1)

昆 虫(h1S㏄ts)

そ の 他 動 物(Otheranima1)

奨 果(Fruit)

植 物 質(Plants)

キ ノ コ(Fungi)

土 ・石(Soil)

不 明(UnidenUfy)

人 為 物(Humanfoods)

25.1519.59

10.9111.27

4.554.88

12.129.71

0.911.34

4.097.07

0.000.00

0.300.49

2.2710.26

9.242.11

1.210.55

4.7010.32

16.524.44

0.150.09

2.2711.93

2.122.80

3.483.15

11.6310.74

4.2712.30

1.622.62

8.549.07

1.030.50

1333.43

0.150.45

0.290.08

1.472.59

30.6336.35

1.031.51

1.333.78

24.013.38

0.150.03

1.622.76

2.211.98

8.698.44

12.895.32

5.666.87

0.310.03

5.664.47

0.940.03

7.554.63

0.310.00

0.000.00

0.000.00

7。860.62

0.630.68

41.8272.97

14.152.34

0.000.00

0.630.08

0.310.02

1.261.95

13.4312.79

5.974.76

0.000.00

8.966.22

0.000.00

14.9323.39

0.000.00

0.000.00

0.000.00

1.490.00

0.000.00

32.8446.21

16.420.89

0.000.00

2.993.72

1.490.30

1.491.71

表 一7.日 本 各 地 の キ ツ ネ の 食 性 の 比 較 糞 中 の 未 消 化 物 を乾 燥 重 量 で 表 した 研 究 の み を比 較.

Table7.FoodhabitsofJapaneseredfoxes.Dryweightofundigestedfoodinfecesarecompared

調 査 地

(Studyarea)

環:境

(Environment)

調 査糞 一数(Numberofscats)

文 献(Reference)

盤2奨,季 帥晃

(BaIlkei,Sapporo)

住 宅地

(Residentialarea)

71

1

小 清 水 羊 が 丘,札 幌 芦屋,兵 庫 苫 小 牧 知 床

(Koshimizu)(Hitusjigaoka,Sapporo)(Ashiya,Hyogo)(Tomakomai)(Shiretokc))

農 耕 地 農 耕 地 自然 林 自然 林 自然 林

(Fannarea)(Farmarea)(Naturalforest)(Naしuralforest)(Naturalforest)

521247129224736

2ユ13本 研 究(ThisSt、udv)

小 型哺乳類(SInanmallmlals)

ウサギ(La9ぐ 〕mQrPha)

有蹄類(UllgUlateS)

その他の哺 乳類(OtherI

,鳥(Blrcls)

爬 虫類(Reptiles)

そ の他の動物(Otheralli

昆 虫(無 脊椎 動物 を含 む

漿果(Fruits)

植物 質(Plants)

その他(Others)

人為物 αiUlllallfQods)

'mmals)

als)

IIlseCts(rllvertebrateS)

35.3

2.1

7.5

0.7

11.0

1.4

7.5

34.5

40.8

1.9

2.5

3.8

0.6

1.8

4.6

0.6

43.4

52.3

2.9

3.2

2.2

0.7

7.0

9.7

2.0

19.9

12.5

18,3

0.1

12.7

41.9

14.5

29.8

16.9

5.3

6.2

0。6

1.1

9.9

19.6

5.1

5.5

12。2

99

2.5

7,7

0.6

11.6

11.7

29.5

3.3

6.7

4.3

ニ ッチ ェ幅(Trophlc111chel)readth1))

多 様度(Diversityrlldex2))

4

9
]

7
4

9
θ

3

2

2.78

1.87

3.03

2ユ4

3.82

2.14

5.62

2.78

6。54

3.02

1:三 沢(!979),2:阿 部 〈1971),3:近 藤(1980)

DLevil1(1968)
,3>S1】almol/-Wever'sIlldex
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塚 田英晴

なお、本研究は平成6年 度斜里町委託事業 「知床

国立公園におけるキタキツネの生態 とその自然教

育への活用 に関する調査』 として実施された。

摘 要

知 床 国 立 公 園 に生 息 す る キ タ キ ツ ネ を対 象 に し

て 、 そ の外 部 形 態 、繁 殖 シー ズ ン、 リ ッ ター サ イ

ズ 、 成獣 の 生 存 率 お よび 食 性 につ い て検 討 した。

外 部 形 態 の 特 徴 と して 、 雄 が 雌 よ り も大 型 な性 的

二 型 が確 認 され 、 本 州 産 に匹 敵 す る体 サ イズ を示

した 。繁 殖 シ ー ズ ンは 、交 尾 が2月 下 旬 か ら3月 中

旬 、 出 産 が4月 中 旬 か ら5月 上 旬 に分 布 し、 他 地 域

とは2ヶ 月 か ら半 月 遅 れ て い た 。 フ ァ ミ リー 当 た

りの平 均 リ ッ タ ー サ イズ は3.5±1.4SDで あ り、 他

地 域 と共 通 して い た 。 成 獣 の 生 存 率 は70.4-89.5

%で あ り、 他 地 域 と比 較 して 顕 著 に高 い 値 を示 し

た 。 糞 中 に出 現 した餌 品 目 は他 地 域 と比 べ て 多 様

性 が 高 く、 こ の地 域 の 多 様 性 の高 い 生 息 環 境 の特

徴 が 反 映 され て い た 。
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8ummary

Externa且measurements,breedingseason,littersize
,

survivalrate,andfoodhabitsofredfoxes

《1/ω ρesγ ω ρesso力'eηoκ り

intheShiretokoNationalPark.

HideharuTsukada

Secti・n・fS・cialEc・1・gy,Department・fBehavi・ralScience
,H・kkaid・University.

(Presentaddress:Lab・rat・ry・fParasit・1・gy,GraduateSch・ ・1・fVeterinaryMedicine
,

HokkaidoUniversity,SapporoO60,Japan)

Externalmeasurements,breedingseason,littersize,survivalrate
,andfoodhabitofred

foxes(V「 配1μ5v配1ρ655c加6ηcん')wereinvestigatedintheShiretokoNationalPark .Sexual

dimorphismwasobservedwiththemalelargerthanthefemale .Externalmeasurementsofred

f・xesinShiret・k・werec・mparablet・th・sein・therareas・fJapan .C・pulati・nandparturiti・n

occurredfromlateFebruarytothemiddleofMarch,andfromthemiddleofApriltoearlyMay
,

respectively・Thebreedingseas・nwasfr・mhalft・tw・m・nthsbehind・therareasinJapan .

Meanlittersizeperfamilywhichwas3.5±}0 .148D,iscomparabletothoseinotherareasof

Japan.Survivalrateofadultfoxeswhichwas70 .4-89.5%,ismuchhigherthaninotherareas

ofJapan.TheindexoftrophicnichebreadthobtainedinShiretokowasoneoftheamong

severalareasreportedinJapan,reflectingthehighhabitatdiversityoftheShiretokoNational

Park.
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